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疑似温暖化手法 を用 い た 温 暖化 の 冬期降水 へ の 影響 の 評価
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1背 景

日本 の 冬期 積 雪 は，水 資源 と して 大 き な役 割 を果

た して い る 。降雪 ・積雪 は 地域特性が あ り地域毎

の ば らつ き が 大 き く、水資源量 の 変動 を評価す る

た め に は 流域規模 の 気候 を再現 する必要が あ る。

現 在 ま で に GCM を用 い て 行われ て い る多 くの 温 暖

化予測実験 で は 流域 規模 で の 水循環特性 を再現す

る に は水 平解像度が 十分 で は な い た め ，日本の 積

雪 を対 象 と した ダウ ン ス ケ
ー

ル が何例か 行われ て

い るが 、長 期 間 を対 象 とした力 学 的 ダ ウ ン ス ケ
ー

ル は 殆 ど行 わ れ て い な い 。2007 年秋季大会で は 積

雪開始時期 の み を対 象 と し た 解析に つ い て 発表 を

行 っ た が 、 今 回 は ， 積雪開始時 期 か ら融 雪期 ま で

を含め た 期間 を 対象 と して 、 領 域 気 候 モ デ ル を用

い た ダウ ン ス ケ
ー

ル を行 い 、日本 の 積雪量 及び 分

布の 年々変 動 （多 雪年，小 雪年 な どの 違 い ）の 温

暖化 よ る 影 響 に つ い て ，Kimura 　 and 　 Kitoh

（2007 ）に よ る 疑似温暖化手法 を 用 い た 評価 を行 っ

た 。

2．数値実験概要

本研究で は領域気候モ デ ル として WRF 　ARW −Core
V2 ．2 （Skamarock 　 et　 al．2005 ）を用 い て ，多雪で

あ っ た 2005 年 12 月一2006 年 5月 と、少雪で あ っ た

2006 年 12月一2007年 5月 を対象 と して数値実験 を

行 っ た。再 現 実験 （以 下 、CTL ）で は 初期値 ・境

界値 と して NCEP ／NCAR 再解析デ ータ を用 い た 。

疑 似温 暖化手法 と は
，

GCM で 計算 され た 温 暖化 時

と現在気候 そ れ ぞれ の 気 候値 の 月平均値の 差 を現

在 の 再解析デ ータ に 加 え て 領 域 気 候 モ デ ル の 初期

値 ・境 界値 と して 、現在 気 候 の 変 動成 分 を 維持

し、月平均 した温暖化成分 に より対象期間 の 気候

を評 価 す るた め の 手 法 で あ る　（Sato 　 et　 al ．，

2007 ）。 今 回の 疑似温 暖化実験 （以 下 、PGW ） で

は ，温暖化シ ナ リオ実験の 結果 として CCSR ／NIES

AGCM （T42 ）の A2 シ ナ リオ ラ ン の 2070 年代 10年

間を ， 現在気候再現 実験 の 結果 と して 同モ デル の

20世紀 再現 実験 か ら 1990年代 10年 間の 出力 を用

い
，

疑 似温 暖化成分 を作成 した 。 また 、疑似温 暖

化成分 と して 高度場 ・風速場 ・気 温 ・地表面気温

を再解析デ
ー

タに加算して い る 。
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図 1，再現 実験 による 2006 年2月 6日 9JST にお ける

積雪深 。

3．結果

図 1 は、再現実験に よ る 2006年 2月6 日時点で の 積

雪深で ある。脊梁山脈 の 日本海側 に お い て 200cm

を超 える積雪が 見 られ 、特 に 白山 〜越後三 山 にか

け て 山脈上 で 300cm 以 上 の 積 雪が 見 られ る 。 伊豫

部 他（2007 ）に よ る、同 日 に お け る観測デ
ー

タを も

と に し た 積雪深分布 を よ く再現 して い る 。

ま た 積雪 開始 時期 同 様 、
CTL の 結果 か ら多雪年

（2005／2006年冬期），小雪 年（2006 ／2007 年冬

期）の 降水 量，積 雪深 の 特 徴が よ く再現 されて い

る 。
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